
指　摘

　　　特になし

意　見
１　想定されるリスクからの着眼点に着目して行った監査結果

意　見 措置（具体的内容）・対応状況

（４）引き継いだ財産の直接的な管理は適切に行わ
れているか。

【　措置済　】　　令和　５年　８月３１日

　政策推進課所管の財産は、土地開発公社の解散
までは、土地開発公社に管理を委託していた。解
散後は、公益財団法人四日市市文化まちづくり財
団に現場確認や除草等の管理を委託し、財産の状
況把握や不備のない管理を行えるようにしてい
る。
　管理委託契約において、現場確認の実施回数を
「４回程度」と定めているが、最低実施回数を明
示し、さらに必要に応じて適宜実施することと改
めた方がより適切な管理が可能となる。業務の報
告を受ける際も、報告内容を厳格に確認し、十分
な管理を行うことで、今後の売却等に支障をきた
さないようにすること。

　現場確認の実施回数を４回に改めるとともに、除
草後の現場確認を行う等、報告内容を厳格に確認し
ている。

２　３Ｅ（経済性、効率性、有効性）等の視点からの着眼点に着目して行った監査結果

意　見 措置（具体的内容）・対応状況

① 引き継いだ財産の今後の方向性について【経済
性の視点、有効性の視点】

【　措置済　】　　令和　５年　８月３１日

　引き継いだ財産については、公共の用に供する
ことが適しているものは用途を適切に定めて有効
活用するとともに、売却の可能性を今後も探り、
その可能性のある物件についての交渉を積極的に
進めたり、民間の事業への利活用を図ったりし
て、維持管理コストがかさむのを防ぐよう努める
こと。

　引き継いだ財産の内、公共の用に供することが適
しているものについては、所管部署に引き継ぐとと
もに、売却の可能性があるものについて交渉を進
め、準備が整ったものから売却を進めている。

令和４年度　行政監査結果（指摘・意見）に基づく措置状況等の報告

４　監査実施期間　　　令和５年１月３１日

１　監査の種類　　　　行政監査

３　監査対象　　　　　政策推進部政策推進課

２　監査のテーマ　　　四日市市土地開発公社　解散後の引継状況について


